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セーフコミュニティいずみおおつ

対策委員会の様子

セーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証の取得を目指しています。連 載

第

回
20
本市が抱える課題が見えました
いよいよ具体的取組の検討段階

セーフ
コミュニティの

仕組み

重点課題の決定 検 証具体的な取組みの決定・実践

この流れで、安全・安心な泉大津を作っていきます。

泉 大津市が抱える課題

次は、課題解決のための方法を考える段階です！

交通安全対策委員会 自殺予防対策委員会

犯罪防止対策委員会

災害安全対策委員会

子どもの安全対策委員会

高齢者の安全対策委員会

６つの対策委員会が議論を経てたどり着いた

● 交通事故が多い
● 一般事故（けが）が多い
● スマホによるトラブルが多い

● 自転車事故が多い
● 交通ルール・マナーが守られていない
● 特定の環境での事故が多い

● 防犯活動に取り組んでいる人が少ない
● 夜道が危険
● 自転車盗などの街頭犯罪が多い

● 40 ～ 60 代の男性の自殺が多い
● 自殺に関する情報が少ない
● 自殺に至る実情がわからない

● 地域連携が弱い
● 災害への備えが少ない
● 防災意識が低い

● 転倒が多い
● 交通事故が多い
● 認知症

セーフコミュニティとは、主観的な意見とデータを組み合わせることで重点
課題を導き出し、取組対象・方法を決定し、実践することによってどう変化
したかを検証する仕組みができているコミュニティのことを言います。

対策委員会の様子
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